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学
校
を
休
み
が
ち
な
子
ど
も

に
親
と
し
て
ど
う
接
し
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
、
学
校
と
ど
う
協

力
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

１７

午
前　

時
〜
正
午

１０

と
こ
ろ　

小
平
第
二
中
学
校

費　

用　

無
料

対　

象　

学
校
を
休
み
が
ち
な

お
子
さ
ん
の
保
護
者
お
よ
び
そ

の
経
験
を
さ
れ
た
方

※
該
当
し
な
い
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

講　

師　

横
山
典
子
さ
ん
（
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

持
ち
物　

上
履
き
、
筆
記
用
具

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
�

　

（
３
４
６
）
９
８
３
４

０４２
 　

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

親
業
の
つ
ど
い
講
演
と

親
業
入
門
講
座

子
育
て
支
援

�
親
業
の
つ
ど
い
講
演

と　

き　

３
月　

日
（
日
）　

１８

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

４５

と
こ
ろ　

り
ん
ど
う
幼
稚
園

費　

用　

７
百
円

講　

師　

中
原
照
子
さ
ん
（
親

業
訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

主　

催　

親
業
の
つ
ど
い

後　

援　

小
平
市
、
小
平
市
社

会
福
祉
協
議
会

申
込
み　

中
川
�　

（
３
４
１
）

０４２

７
８
６
７
ま
た
は
、
親
子
ス
ペ

ー
ス
麦
�　

（
３
２
８
）
３
０

０４２

９
０
へ

�
親
業
入
門
講
座

と　

き　

３
月　

日
（
日
）、

２５

４
月
１
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

り
ん
ど
う
幼
稚
園

費　

用　

４
千
２
百
円

定　

員　
　

人
２５

講　

師　

中
川
享
子
さ
ん
（
親

業
訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

主　

催　

親
業
の
つ
ど
い

後　

援　

小
平
市
、
小
平
市
社

会
福
祉
協
議
会

申
込
み　
 
渓 
へ
（
先
着
順
）
�

た
に

０
４
２（
４
６
１
）１
１
２
６

 
�
遊
び
ま
し
ょ
う　

絵
本
の
中

の
お
友
だ
ち

と　

き　

３
月　

日
（
金
）　

１６

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

※
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
連
れ
の

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

内　

容　
「
小
さ
な
お
は
な
し

会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
話
と

手
遊
び

主　

催　

小
平
更
生
保
護
女
性

会後　

援　

小
平
市
、
小
平
保
護

司
会

問
合
せ　

高
橋
へ
�　

（
３
４

０４２

４
）
５
４
４
８
、
�　

（
３
４

０４２

３
）
１
０
５
０

親

子

で

学

ぶ

家
庭
の
し
つ
け

シ

リ

ー

ズ

Ⅵ

子
育
て
支
援

 　

汚
れ
た
も
の
は
資
源
に
な
り

ま
せ
ん
。
き
れ
い
に
洗
っ
て
、

乾
か
し
た
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所　

小
川
町
二
丁
目
地

域
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
（
小
川

町
二
丁
目
１
１
５
４
番
地
）

回
収
品
目　

牛
乳
・
紙
パ
ッ
ク
、

白
色
ト
レ
イ

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
�

　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２
 　

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組

合
が
整
備
を
進
め
て
い
る
足
湯

施
設
の
愛
称
が
「
こ
も
れ
び
の

足
湯
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

愛
称
に
つ
い
て
は
、
昨
年　
１０

月
か
ら　

月
に
募
集
し
た
結

１１

果
、
百　

人
か
ら
２
百
３
件
の

５８

資
源
回
収
拠
点
が

増

え

ま

し

た

足

湯

の

愛

称

「
こ
も
れ
び
の
足
湯
」

に

決

ま

る

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
名
称

で
し
た
が
、（
仮
称
）
足
湯
施
設

愛
称
選
考
委
員
会
（
委
員
長
…

衛
生
組
合
助
役
）
で
厳
正
に
審

査
し
た
結
果
、決
定
し
ま
し
た
。

　

特
に
、「
こ
も
れ
び
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
た
名
称
に
つ
い
て

は
多
く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

が
、
親
し
み
や
す
さ
な
ど
の
点

で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
足
湯
が
多
く
の
人
に

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
、

こ
の
愛
称
を
、
建
物
の
案
内
板

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
施
設
の
開
所
は
４
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

t
p
:
/
/
w
w
w
5
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/

̃kmyeisei

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

小
平
・
村
山
・
大
和

衛
生
組
合
計
画
課
�　

（
３
４

０４２

１
）
４
３
４
５

定　

員　
　

人
３０

※
保
育
９
人
あ
り
ま
す
（
市
内

在
住
の
６
か
月
児
か
ら
学
齢
前

ま
で
）。

講　

師　

佐
々
加
代
子
さ
ん

（
白
梅
学
園
大
学
教
授
）

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員

会
、
小
平
市
子
ど
も
文
庫
連
絡

協
議
会

申
込
み　

３
月
６
日
（
火
）
の

午
前　

時
か
ら
、
問
合
せ
先
へ

１０

（
電
話
可
、
先
着
順
）

※
保
育
は
３
月　

日
（
土
）
の

１０

午
後
５
時
に
締
め
切
り
、
申
込

み
多
数
の
場
合
、
抽
選
結
果
を

全
員
に
連
絡
。

問
合
せ　

上
宿
図
書
館
�　
０４２

（
３
４
４
）
３
３
６
０

 
�
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
る
親
の

会
家
庭
教
育
支
援
講
座

小
平
地
域
教
育

連
携
推
進
事
業

午
前　

時
〜
正
午

１０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　

百
人

講　

師　

浦
野
正
樹
さ
ん
（
早

稲
田
大
学
「
地
域
社
会
と
危
機

管
理
研
究
所
」
所
長
、
早
稲
田

大
学
教
授
）

申
込
み　

３
月　

日
（
月
）
ま

１２

で
に
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、

先
着
順
）

�
自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し

ょ
う

　

市
で
は
、
地
域
で
防
災
活
動

に
取
り
組
む
市
民
組
織
（
お
お

む
ね
百
世
帯
以
上
）
に
対
し
、

補
助
制
度
を
設
け
、
支
援
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

 　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

木

造

住

宅

の

耐
震
診
断
費
用
を

補
助
し
て
い
ま
す

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月　

５６

３１

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内
の

住
宅
・
共
同
住
宅
・
併
用
住
宅

（
現
に
人
が
住
ん
で
い
る
も
の
）

対
象
者　

対
象
住
宅
を
所
有
す

る
個
人
（
複
数
の
個
人
が
共
有

す
る
場
合
を
含
む
）

補
助
金
額　

診
断
費
用
（
消
費

税
を
除
く
）
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
で
、
５
万
円
を
上
限

と
し
ま
す

※
診
断
の
費
用
は
、
診
断
の
種

類
、
住
宅
の
規
模
・
程
度
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

診
断
機
関　

東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
北
部
支
部

※
ほ
か
の
機
関
に
よ
る
診
断

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
診
断
の
種
類
や
費
用
な
ど
に

つ
い
て
、
診
断
機
関
と
の
事
前

相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
問
合
せ
先
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
安
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
１
９

　

地
域
防
災
研
究
の
第
一
人
者

を
講
師
に
招
き
、
地
域
に
お
け

る
効
果
的
な
防
災
組
織
作
り
・

防
災
活
動
の
た
め
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
の
防
災
活
動

に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る

方
に
も
、
す
で
に
活
動
し
て
い

る
方
に
も
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
大
い
に
参
考
に
な
る
内
容

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

１７

後
５
時
（　

日
は
３
時
ま
で
）

１８

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示

室費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
、
小
平
市
国

際
交
流
協
会
、
国
際
交
流
基
金

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協

会
�　

（
３
４
２
）
４
４
８
８

０４２

（
日
曜
・
火
曜
日
を
除
く
）

 
�
早
起
き
は
脳
を
育
て
る

と　

き　

３
月　

日
（
土
）　

１０

早
起
き
上
手
は

健

康

上

手

小
平
市
学
校
保
健
会

講

演

会

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議

室費　

用　

無
料

対　

象　

一
般
、
小
・
中
学
生

の
保
護
者
お
よ
び
小
学
生
以
上

定　

員　

百
人

講　

師　

神
山
潤
さ
ん
（
東
京

北
社
会
保
険
病
院
副
院
長
）

主　

催　

小
平
市
学
校
保
健
会

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ　

学
務
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
７
１

 
と　

き　

３
月　

日
（
火
）　

２０

午
前　

時
〜
正
午

１０

と
こ
ろ　

上
宿
図
書
館

費　

用　

無
料

子
ど
も
と
楽
し
む

育

児

と

絵

本

児
童
文
学
講
演
会

　

ア
ジ
ア
各
国
の　

人
の
漫
画

１０

家
が
、
自
国
の
若
者
文
化
を
テ

ー
マ
に
風
刺
や
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
描
い
た
新
作
品　

点
を
展

７７

示
し
ま
す
。
今
回
（
第　

回
）

１１

で
漫
画
展
は
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月　

日
（
水
）
〜

１４

　

日
（
日
）　

午
前　

時
〜
午

１８

１０

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

加
入
者
で
、
会
社
な
ど
を
退
職

し
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
老
人
保

健
制
度
の
適
用
を
受
け
る
ま

で
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
退
職
者
医
療
制
度
と
は

　

医
療
の
必
要
性
が
高
ま
る
退

職
後
に
、
高
齢
退
職
者
が
被
用

者
保
険
（
会
社
の
健
康
保
険
や

公
務
員
の
共
済
組
合
な
ど
）
か

ら
国
保
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
の
医
療
費
負
担
は
増
加
し

ま
す
。こ
の
た
め
、高
齢
退
職
者

の
医
療
費
を
被
用
者
保
険
が
負

担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
加

入
者
全
体
の
国
民
健
康
保
険
税

負
担
を
軽
減
し
、
国
保
財
政
を

支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、退
職
者
医
療
制
度
で
す
。

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方
が
、
対
象
で
す
。

�
退
職
被
保
険
者
と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い

▽
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
）を
受
け
る
方
で
、そ

の
加
入
期
間
が　

年
以
上
ま
た

２０

は　

歳
以
降　

年
以
上
で
あ
る

４０

１０

�
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者

と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い

▽
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一

の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し
て
退

職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
三
親
等

内
の
親
族
で
あ
る

▽
年
間
収
入
が
百　

万
円
未
満

３０

（　

歳
以
上
ま
た
は
厚
生
年
金

６０

保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金
の
受

給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

が
い
者
の
方
は
百　

万
円
未

８０

満
）
で
あ
る

�
手
続
き

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、

年
金
の
受
給
の
手
続
き
を
す
る

と
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
年
金
証
書
到
達
日
の
翌
日

か
ら　

日
以
内
に
、
保
険
年
金

１４

課
ま
た
は
東
部
・
西
部
出
張
所

で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の　

国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金

証
書
、
印
鑑

問
合
せ　

保
険
年
金
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
９

 
�
免
除
・
猶
予
期
間
に
お
け
る

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
ご

存
じ
で
す
か

　

保
険
料
の
全
額
免
除
、
一
部

国
民
年
金

国
民
年
金

納
付
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期

間
や
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
保
険
料
の
全
額

を
納
め
た
と
き
と
比
べ
て
、
将

来
、
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期

間
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
で
、
年
金
額
を
増

額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
追
納
を
希
望
す
る

場
合
は
、
お
住
ま
い
の
社
会
保

険
事
務
所
へ
追
納
の
申
込
み
を

し
、
社
会
保
険
事
務
所
が
発
行

す
る
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
免
除
・
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ　

武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
２
（　

）
１
４

５６

１
１

�
予
約
制
の
年
金
相
談
を
開
始

　

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
４
月
か
ら
、
予
約
に
よ
る

年
金
相
談
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

相
談
時
間　

▽
平
日
…
午
後
３

時
〜
５
時
（
夜
間
延
長
相
談
の

実
施
日
は
６
時　

分
ま
で
）

３０

▽
休
日（
年
金
相
談
の
実
施
日
）

…
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

予
約
の
受
付　

平
日
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
に
、

３０

１５

来
所
ま
た
は
電
話
で
問
合
せ
先

へ※
１
か
月
後
ま
で
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
予
約
の
際
に
は
、
基
礎
年
金

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
相
談
の
内
容
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
お
手
も
と
に
年
金
手

帳
ま
た
は
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
・
年
金
相
談
予
約
専
用
電

話
�
０
４
２
２（　

）２
４
４
５

５６

 　

平
成　

年
度
労
働
保
険
の
年

１９

度
更
新
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

労
働
保
険
料
と
併
せ
て
申
告
・

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

労
災
保
険
適
用
事
業

場
の
全
事
業
主

料　

率　

一
般
拠
出
金
率
は
、

１
千
分
の
０
・　
０５

有
期
事
業　

平
成　

年
４
月
以

１９

降
に
開
始
し
た
事
業
（
工
事
）

問
合
せ　

東
京
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
部
適
用
課
�　

（
３
８

０３

１
８
）
８
２
３
９

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
被
害
救
済
の
た
め
の

一
般
拠
出
金
の

申

告

・

納

付

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

神山　潤さん

防 災 講 演 会

退
職
者
医
療
制
度
の

届

け

出

を

国
民
健
康
保
険

ア
ジ
ア
漫
画
展

ア
ジ
ア
の
若
者
文
化

小
平
市
国
際
交
流
協
会

安全・安心な安全・安心な
まちをめざしてまちをめざして


